


築上町は福岡県東部に位置しており、南側は大分県に隣接し山間部が広
がります。そこを源とする多くの河川が北の平野を潤しながら、波穏やか
な周防灘に注ぎます。
本町では“自然と歴史・文化を育む”心と体の健康を求めた「豊かな生活

の場」づくりに向けて、公共下水道の整備や浄化槽の設置補助、浄化槽汚
泥や汲み取りし尿の液肥化の取り組みにより水環境保全を推進しています。
貴会の「せっけん使用運動」を通じた水環境保全の取り組みに敬意を表

しますとともに、今後の活動が更に発展していくことを心よりご祈念申し
上げます。

築上町長　新川　久三

首長メッセージの取り組みは、グリー
ンコープも加入している「せっけん運動ネ
ットワーク」が全国の自治体に呼びかけ
ている活動です。今年度もグリーンコー
プ生協ふくおかで５２件のメッセージをい
ただきました。

大木町は町民のみなさんと一体となって、子どもたちが生きる時代に
「つけ」を残さない「循環のまちづくり」に取り組み、大きな成果をあげて
きました。
その取組のひとつとして、平成16年から食用廃油の分別収集を開始し、

収集した食用廃油の一部は石鹼として蘇らせ、農産物直売所「くるるん夢
市場」や天然温泉・大木の湯「アクアス」で販売しご好評をいただいてお
ります。
貴会の「水環境保全に対するせっけん使用運動」は本町の理念とも通じ

るものがあり、深く敬意を表しますとともに、この運動の輪がより一層広
がりますよう心から祈念いたします。

大木町長　広松　栄治

大川市は、福岡県の南西部、筑後川が有明海に注ぐ河口に位置する水と
緑の豊かなまちです。また、市内を延べ300キロメートルにもわたるクリ
ークが縦横に走り、独自の景観を有しています。自然豊かな環境を次世代
へ繋いでいくため、本市では第６次総合計画中に基本目標の一つとして、
「人と自然に調和した都市空間を共創するまち」を掲げ、市民と協働してク
リークをはじめとする水辺の環境保全、環境美化に取り組んでいます。
貴会の水環境を守る取り組みとして、「せっけん使用運動」に敬意を表し

ますとともに、今後この運動の輪が広がっていきますことをご祈念申しあ
げます。

大川市長　倉重　良一

筑後市では、毎年５月に市内全域で「川と水を守る運動」として地域住
民や団体、事業者等が一丸となって河川や水路等の清掃活動を行っており
ます。始まりから44年目を迎えますが、継続したことで市内の河川や水路
等の水質浄化につながっています。
これからも筑後の美しい自然や水環境を次の世代へ引き継いで持続可能

な筑後市を目指してまいります。
貴会が長年取り組まれている水環境保全の活動に心から敬意を表します

とともに、皆様の今後の益々のご活躍を祈念申し上げます。
筑後市長　西田　正治

本市は福岡県の南部に位置しており、緑深い山々の連なり、矢部川に育
まれた豊富な農産物や伝統文化と歴史等、美しい自然に恵まれた地域資源
が多数あります。
Ｒ３年に策定した第５次八女市総合計画の中で「美しいふるさとづくり」

を掲げており、市民・事業者・行政が一体となり市の財産であるきれいな森
林・河川等を守っていくよう様々な保全活動の取り組みを進める所存です。
貴会が「せっけん使用運動」をはじめ環境保全運動に長年取り組んでお

られますことに深く敬意を表しますとともに、活動の輪がより一層広がり
ますよう心より祈念申し上げます。

八女市長　三田村　統之

広川町は、流域の肥沃な土地と温暖な気候に恵まれた豊かな自然環境の
中で、八女茶、いちご、ぶどう、梨などの農作物や、電照菊、ガーベラな
どの花卉の生産地として、全国での認知度があります。
昨年12月に「ゼロカーボンニュートラル」宣言を行いました。脱炭素へ

の実現にむけて町民・事業者・行政が一体となり取り組むことはもちろん
ですが、貴会が取り組まれている様々な運動は、一人ひとりが水環境につ
いて考え、豊かな自然を守り、次世代に継承していく大変意義深い活動だ
と思います。
この活動の輪がさらなる広がりとなることを心よりご期待申し上げます。

広川町長　氷室　健太郎

大牟田市は福岡県の最南端に位置し、海と山に囲まれた自然豊かなまち
です。本市では、「大牟田に住みたい」と思っていただけるよう、安心・安
全で魅力的なまちの実現に向けた様々な施策に取り組んでいます。
そのひとつとして、世界共通の課題である温室効果ガスの削減に取り組

むことにより「ゼロカーボンシティ」を目指すこととしております。
消費者である自らの暮らし方を見直し、水環境の保全や豊かな循環型社

会の実現を目指す貴会の取組に対し、深く敬意を表し、皆様方の今後益々
の御活躍を心より祈念申し上げます。

大牟田市長　関　好孝

みやま市は、資源循環のまちづくりに取り組む福岡県の南部に位置する
まちです。令和３年、全国の自治体で初となる「ワンヘルス推進宣言」を
表明しました。人と動物の健康および環境の健全性はひとつのものという
ワンヘルスの理念のもと、人と豊かな自然とが共に育んでいくことで、将
来の世代の暮らしが輝くような持続可能なまちづくりを目指しています。
貴会の長年の取り組みに心から敬意を表しますとともに、今後もこの活

動がますます広がっていきますよう心より祈念申し上げます。
みやま市長　松嶋　盛人

柳川市は、福岡県南部、筑後平野の西南部に位置し、北西は筑後川、南
東は矢部川という一級河川が流れ、南部は有明海に面しています。
また、市内にはおよそ930kmに及ぶ掘割がめぐり、独特な景観を醸し

出し、特に水郷柳川の川下りは、四季折々の風情があり観光客に楽しんで
いただいています。このように柳川市は、良好な水資源が欠かせないまち
であり、水環境の保全は生活、農漁業、観光などすべてにおいての重要な
政策となっております。
貴会が市民生活者として水環境を守る活動に精力的に取り組まれておら

れますことは本市にとっても非常にありがたいことであります。
今後とも貴会の取組がさらに発展し、活動の輪がひろがりますよう祈念

申し上げます。
柳川市長　金子　健次

春日市は、福岡都市圏の中央部に位置しており、筑前三大大池の一つで
ある白水大池がある、水と緑あふれる住宅都市です。
本市は、市制50周年を迎えた令和４年度に、脱炭素社会の実現に向け、

「春日市ゼロカーボンシティ宣言」を表明しました。次の50年に向けて、
自然環境の保全や公園の緑化推進等に、住民、行政が一体となって取り組
んでいます。
貴会の長年の取り組みに敬意を表しますとともに、今後活動の輪がより

一層広がりますことを心より祈念いたします。
春日市長　井上　澄和

筑紫野市は、「第三次筑紫野市環境基本計画」において「みんなでつくる
みどり輝くふるさと 筑紫野」という環境像を掲げて、自然と都市機能が調
和するまちの実現を目指しています。
本市の水と緑の豊かな自然を後世に受け継いでいくためにも、下水道整

備による公共下水道の普及促進や、河川の水質調査を行うとともに、次世
代を担う子どもたちの水環境に対する意識を高めることを目標に市内河川
での生き物観察会を開催するなどの取り組みを行っております。
貴会が永年にわたり取り組まれている「せっけん運動」は大変有意義な

活動であり、皆様の努力に心から敬意を表しますとともに、更なるご活躍
をご期待申しあげます。

筑紫野市長　平井　一三

うきは市は、「うきはテロワール」と名付けた独特の風土からなる自然に
恵まれた水と緑とフルーツのまちです。
本市では「人と自然が共生するまち」を目指し、自然環境保全の一環と

して「うきはテロワール生物多様性調査」を実施しており、昨年度は動植
物現況把握調査を行い、市内に育成・生息する動植物を紹介するパンフレ
ットの作成など取り組みを推進しています。
貴会の長年に渡る水環境を守る活動に敬意を表しますとともに、活動の

輪が大きく広がりますことをご祈念申し上げます。
うきは市長　髙木　典雄

太宰府市は、「令和の都さらに羽ばたく太宰府～課題解決先進都市を目指
して～」を掲げ、観光おもてなし美化活動を通して住まう人も訪れる人も
ともに慶びを分かち合える美しいまちづくりを推進しております。
また、水環境保全のために御笠川において市民団体が主体となって河川

の清掃活動を定期的に実施するなど、生きものがすみやすく、人が親しみ
やすい美しい良好な令和の都だざいふの水辺づくりにも取り組んでいます。
貴会が長年にわたり水環境保全の一翼を担って来られました「せっけん

使用運動」に対し敬意を表しますとともに、今後皆様方の活動がますます
発展し、より一層その理想の輪が広がりますことを心よりお祈り申し上げ
ます。

太宰府市長　楠田　大蔵

平坦な土地に田園風景が一面に広がる自然豊かなまち小郡市、市の南北
を貫く宝満川を美しい天の川に見立て、七夕神社を拠点に「七夕の里」と
して、まちづくりに取り組んでいます。
この宝満川では、多くの市民や団体の皆さまに主体的にご参加いただき、

河川美化運動を毎年実施しています。
貴会が長年取り組まれている水環境保全活動に対し敬意を表し、この活

動の輪がさらに広がりますよう心からお祈り申し上げます。
小郡市長　加地　良光

朝倉市は、北部には古処山をはじめとする山々があり、南部には筑後川
が流れているほか、市内の黄金川には全国で唯一、絶滅危惧種のスイゼン
ジノリが自生するなど水と緑の豊かなまちです。
本市では、この豊かな自然を守っていくために地元と共に保全活動を行

っています。また、令和４年１月に「ゼロカーボンシティ」を宣言し、今
後ともより一層、環境保全に尽力してまいります。
貴会の長年にわたる水環境を守る活動に敬意を表するとともに、今後ま

すます「せっけん運動」の輪が広がっていくことを心より祈念いたします。
朝倉市長　林　裕二

久留米市は、九州一の大河「筑後川」の水の恵みと東西に連なる「耳納
連山」の緑の恵みを受けながら、都市と自然がバランスよくとけこんだ街
並みが魅力です。
豊かな環境を将来世代にも残していくため、「第２次久留米生物多様性地

域戦略～くるめ生きものプラン」を策定し、生物多様性の保全と自然環境
の持続可能な利用の施策を進めております。
貴会の活動に敬意を表しますとともに、多くの皆様が環境問題全体に関

心を持ち、さらには生物多様性の保全に対する社会的な関心の高まりへと
つながっていくことをご期待申し上げます。

久留米市長　原口　新五

大刀洗町は、福岡県の中南域を占める筑後平野の北東部、筑後川の中流域
に位置し、米や麦、葉物野菜を中心とした農業を中心に発展してきました。
本町では、「第５次大刀洗町総合計画」を令和元年度よりスタートし、「町

民が美しい自然環境と衛生的な環境の中で暮らすこと」を目標の姿として、
環境保全の取組や啓発活動を実施しております。
貴会の「せっけん使用運動」は、環境問題への人々の意識向上に大きく

寄与されており、美しい水環境を次世代へと継承する大変有意義な活動で
あります。これまでの貴会の活動に深甚なる敬意を表しますとともに、今
後益々のご活躍を祈念申し上げます。

大刀洗町長　中山　哲志

きれいな川に、森閑とした山々。澄んだ空に瞬く星と地上でやさしく光
るホタル。東峰村は、そんな自然の生命力に満ち溢れています。平成１７
年の合併以降、村では地域の特色を活かした地域活性化を行っています。
また、小石原川ダム水源地の村としても水環境の保全は重要な課題と考

えております。
貴団体の長年にわたる「せっけん使用運動」に深く敬意を表すとともに

今後のさらなる発展を祈念申し上げます。
東峰村長　眞田　秀樹

福岡市は「人と環境と都市活力の調和がとれたアジアのリーダー都市」
をめざし、人と地球にやさしい、持続可能な都市づくりにチャレンジして
います。
私たちの生活は生物多様性の恵みに支えられていますが、生きものの絶

滅速度が飛躍的に高まるなど生物多様性の損失は続いており、令和５年３
月に策定された「生物多様性国家戦略2023‐2030」では、自然を回復軌
道に乗せるため、生物多様性の損失を止め、反転させる『ネイチャーポジ
ティブ（自然再興）』が目標に掲げられました。
本市でも、ネイチャーポジティブの実現に向け、生物多様性の認識の社

会への浸透や積極的な環境保全活動につながる取組みを、多様な主体と連
携し推進してまいります。
長年、環境保全活動に取り組まれている貴会に敬意を表しますとともに、

今後の更なるご活躍を心より祈念いたします。
福岡市長　高島　宗一郎

宇美町は、面積の約６割を森林が占め、自然豊かな一本松公園（昭和の
森）では、年中、多くのキャンパーが来場し、夏場は涼を求め多くの方々
が川遊びなどで賑わいを見せます。また、日本遺産認定の「国指定特別史
跡 大野城跡」を有するなど、自然と歴史の資源が多い町です。
豊かな自然を次世代へ受け継いでいくため、「ゼロカーボンシティうみ」

を宣言し、2050年までにCO₂排出量を実質ゼロにすることを目指すとと
もに、森林保護、水環境の保全に努めてまいります。貴会の長年にわたる
水環境保全活動に心から敬意を表しますとともに、今後ますます活動の輪
が広がりますことを祈念申し上げます。

宇美町長　安川　茂伸

宗像市では2022年に、世界遺産「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産
群が登録５周年を迎えました。先人たちが千年以上に渡り、大切に守り継
いできた「宗像の海」を、次の世代を担う子どもたちへ残していくため、
持続的に海を守る取組を展開しています。
“Save the Sea”（海を守ろう）を合言葉に、海の環境保全活動に積極的

に取り組んでいる本市といたしましても、「せっけん使用運動」の想いに共
感し、本活動の輪がより一層広がりますよう祈念申し上げます。

宗像市長　伊豆　美沙子

篠栗町は、森林が約7割を占め、町の中央を多々良川が横たわる水と緑
の豊かな町です。2009年には森林セラピーの認定を受け、心と体を癒す森
林セラピー事業を展開しており、2021年にはゼロカーボンシティを宣言し、
地球温暖化防止に取り組んでいます。これからも、いつまでもきれいな川
を後世に伝えるため、地域一体での清掃活動や公共下水道や浄化槽の普及・
推進などをとおして、水環境の保全に努めてまいります。「せっけん使用運
動」は、本町のみならず、世界にとっても大変有意義なものです。今後も
貴会の取り組みがさらに発展し、この運動がより充実したものになること
を心から祈念いたします。

篠栗町長　三浦　正

「みんなで未来をつくるまち」を将来像に掲げている志免町は、福岡都市
圏のほぼ中央に位置し、人口密度が全国の町村では1位となった賑やかな
町です。
町では、2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロにするため、町民・

事業者・行政が一体となり、環境にやさしく快適に暮らせるまちを目指し
て「ゼロカーボンシティしめ」を宣言しました。今後も、貴会が取り組ま
れております「水環境保全に対するせっけん使用運動」が、ますます広ま
りますことを心よりご祈念申し上げます。

志免町長　世利　良末

福岡県西部の糸島半島に位置し、北に玄界灘、南に脊振山系の山々を有
する自然豊かな田園都市である本市では、美しい環境を次世代へ受け継い
でいくため、SDGsの考え方に対応した地球温暖化対策や自然の保全と共
生、快適な生活環境の保全等に積極的に取り組んでいます。
貴会の長年にわたる水環境保全の取り組みに敬意を表しますとともに、

今後ますます活動の輪が広がりますことを心より祈念申し上げます。
糸島市長　月形　祐二

久山町は、豊かな森林と蛍飛び交う清流が暮らしの身近にある町です。
SDGsの鍵とも言えるこの美しい自然環境を将来世代にも継承すべく、
2022年３月、「カーボンネガティブ＆ネイチャーポジティブ」を宣言し、
産官学民連携のもと、生態系も含む持続的な環境保全の仕組みづくりの構
築を目指して取り組みを推進しています。
貴会の長年にわたる「せっけん使用運動」に敬意を表するとともに、よ

り良い未来に向けて共に挑戦してまいります。
久山町長　西村　勝

大野城市は、御笠川と牛頸川、平野川を有し、古くから川と共に発展を
続けてまいりました。この恵まれた水辺環境を次世代へ繋ぐため、河川敷
の美化活動である「御笠川・牛頸川・平野川フェスタ」を毎年実施してお
ります。また、令和２年度に「ゼロカーボンシティ大野城」を宣言し、そ
の取組のひとつとして、豊かな自然を育み、多様な生物と共存するまちを
目指した活動を行っています。
貴会の長年に渡る「せっけん使用運動」に対し改めまして敬意を表しま

すとともに、シャボン玉の輪が大きく広がりますよう祈念申しあげます。
大野城市長　井本　宗司

那珂川市は、福岡県の西部に位置し、市の中央部を那珂川が流れており、
市の南部は九千部・脊振山系からなる自然に恵まれた豊かな市です。
本市では、2050年までに温室効果ガス排出量の実質０を目指し「ゼロ

カーボンシティ那珂川」を宣言し、那珂川市環境基本計画の見直しも進め
ています。本計画でも引き続き目指す環境像の実現に向けて、市民や関係
団体・業者の皆様と協働しながら取り組みを進めていきます。
また、本市のシンボルでもある那珂川・梶原川の水環境保全の取り組み

として、毎年、アユの放流や「海の日」に市民・事業者・行政が一体とな
った河川清掃活動などを実施しております。
貴会の長年にわたる環境保全活動に敬意を表しますとともに、今後の更

なるご活躍を心より祈念いたします。
那珂川市長　武末　茂喜

添田町は、日本三大修験山である英彦山を有する自然豊かなまちです。
彦山川・今川・中元寺川の主要三水系は、住民の生活用水や農業用水の水
源として活用されており、「添田町第６次総合計画」において水環境の保全
を重要施策として掲げ、合併浄化槽の普及促進や河川環境保護活動に取り
組んでいます。
貴会の「せっけん使用運動」の取り組みが、多くの方々の環境意識の向

上や水環境の保全に貢献されておりますことに敬意を表しますとともに、
より一層の活動の広まりをご祈念申し上げます。

添田町長　寺西　明男

田川市は、神輿と11台の豪華で色鮮やかな山笠が水しぶきをあげながら
彦山川を渡る「川渡り神幸祭」が行われるまちとして広く知られています。
本市では、生活排水処理対策の取組として、合併浄化槽への転換推進を図
るため、市独自の補助制度を令和元年度から開始し、令和４年度までの転
換件数は669基に及んでいます。貴会が長年、環境負荷の地減を目指し取
り組まれている「水環境保全に対するせっけん使用運動」に敬意を表しま
すとともに、今後ますます活動の輪が広がりますことを祈念いたします。

田川市長　村上　卓哉

福智町は福岡県の中部から北東よりに位置しており、町の中央部を流れ
る彦山川と中元寺川、標高901メートルの秀麗な福智山など、豊かな自然
に彩られながら、これらの魅力を生かしたまちづくりを展開しています。
本町では、「田川郡東部地域 循環型社会形成推進地域計画」に基づき、住

民・事業者・行政が一体となって、地域環境ならびに命の源である水や森
を守る環境づくりに取り組んでいるところです。
貴会の長年にわたる水環境保全活動に心から敬意を表しますとともに、

美しい自然を次世代へ引き継ぐ環境活動の輪がますます広がっていくこと
をご祈念申し上げます。

福智町長　黒土　孝司

貴団体の長年にわたる環境問題に対する取組に敬意を表します。
さて、大任町は町の中心部を彦山川が南北に貫流しており、『花としじみ

の里』として、町おこしを行っています。
１個のしじみが、１日コップ１杯の水を浄化することから、当町では、

「しじみ」をクリーンアップシンボルとし、「大任町しじみ育成保護条例」の
制定や、町内の小学生による「しじみの放流事業」を実施しています。
また、町民のボランティアによる花植え作業を行うなど、町全体で「日

本一の美しい花のまちづくり」を行っています。
豊かな自然環境を次世代に残すため、貴団体の活動に寄与できますよう、

これからも水環境保全と緑豊かなまちづくりに尽力して参ります。
大任町長　永原　譲二

宮若市は、福岡県北部に位置し、犬鳴川と八木山川が流れる豊かな水と
緑のまちです。
本市には、環境保全に繋げたいと廃油でせっけんを30年間作り続けてい

る「虹の会」というボランティア団体があります。この活動を核に、せっ
けん使用運動を今後も続け、水環境保全に取り組んでまいります。
貴会の水環境を守る長年の「せっけん使用運動」に敬意を表しますとと

もに、今後の更なるご活躍を祈念いたします。
宮若市長　塩川　秀敏

直方市は、福智山や中心部を南北に流れる遠賀川、彦山川など水と緑の
自然に恵まれたまちです。SDGs未来都市のおがたは、SDGsの14番目の
目標「海の豊かさを守ろう」の一環として水環境の保全に取り組んでいま
す。身近な水環境を守り後世に引き継いでいくため、公共下水道の整備や
合併処理浄化槽設置の推進のほか、市民や企業、団体と連携した河川清掃
活動も行っています。地球規模で環境を守っていくためには、様々な関係
者が多様な取り組みを行っていくことが重要だと思います。
貴会の取り組みに敬意を表しますとともに、今後の益々のご発展を心よ

りご祈念申し上げます。
直方市長　大塚　進弘

古賀市は、緑豊かな山々や、白砂青松の美しい海岸線を有する海、さら
にこの海に注ぐ大根川、ホタルの舞う薬王寺周辺など豊かな自然に恵まれ
た魅力あふれる都市です。
地域住民主導で年に２回行われる川の一斉清掃には、毎回300人以上が

参加するなど、環境に対する意識が高い市民が多く、多様な主体が一体と
なって、持続可能で豊かな環境の保全と継承に取り組んでいます。
「水環境」を守る視点を切り口に、持続可能で豊かな循環型社会を目指し
ておられる貴会の取組は、本市の理念とも通じるものがあり、長年の取組
に敬意を表しますとともに、この運動をきっかけとした多くの方々の環境
意識の向上につながることをご祈念申し上げます。

古賀市長　田辺　一城

新宮町は、玄界灘と立花山の自然美に囲まれた、都市機能と豊かな自然
の調和が魅力のまちです。
この貴重な財産である自然環境と、誰もが安心して暮らせる生活環境を

持続させるため、住民、事業者、行政が一体となり「2050年までに二酸化
炭素排出量実質ゼロ」を目指す町として「ゼロカーボンシティ」を宣言し、
環境問題に全力で取り組んでいます。
長年に渡る貴会の取組は本町の理念と通じるものがあり、この運動の輪

がより一層広がることを心から祈念いたします。
新宮町長　桐島　光昭

私たちのふるさと福津市は、令和７年１月24日で市政20周年を迎えま
す。東部は里山、西部は玄海国定公園を含む全長22kmの美しい海岸線に
面した本市は、市民共働で歩んできたまちであり、市民による海岸清掃や
松林清掃などによって美しい自然が守られています。この幸せなふるさと
をよりよく次世代へ引き継いでいくことを目指した「SDGs未来都市」で
もあり、ふるさとを離れても、ずっと心の中で温かい存在であり続けられ
るよう、今後も市民とともに歩んでまいります。今後も『人と自然も未来
につながるまち福津』を推進していきながら「せっけん運動」をはじめ、
貴会と連携、共働してまいれますことを願っております。

福津市長　原﨑　智仁

遠賀町は町の東側に遠賀川、中央部を南北に同水系の河川が流れ、町内
を水路の巡る豊かな自然環境を有する町です。本町では、おんがレガッタ
やラブアース活動、オニバス再生など水に関わるイベント・事業も多く、
新型コロナウイルス感染症が５類に移行されたことから、町民の水環境へ
の意識と関心の高まりがさらに期待されているところです。
また、令和４年３月に策定した第２次遠賀町環境基本計画の「笑顔つな

ぐ 水と緑のまち おんが」を環境像として、引き続き環境保全と継承に向け
取り組みを実践しております。
身近にある水がよりよい環境で次世代に引き継がれるためには、行政・

町民が一体となった活動の継続と発展が不可欠であります。
貴生協の「水環境保全に対するせっけん使用運動」へ長年の取り組みに

敬意を表しますとともに活動の輪がさらに広がりますようご祈念申し上げ
ます。

遠賀町長　古野　修

鞍手町は、福岡県の北部に位置し、町の東部を遠賀川、町のほぼ中央を
南北に西川が流れており、自然豊かな町です。
このような自然環境の保全に向けて、第５次総合計画後期基本計画に、

「人と地球にやさしい地球環境を目指す」ことを掲げています。
町では、家庭用小型浄化槽の設置に対する補助事業や工場等への町内事

業者に向けた水質検査の実施、町内一斉清掃デーの実施などを通じて、住
民、事業者、行政が一体となって水環境保全に取り組んでいます。
「せっけん使用運動」を通して、身近な環境問題を考える運動を長年に渡
り継続されている貴会に敬意を表しますとともに、今後もこの活動が広が
り、水環境への関心が、より一層高まりますように祈念いたします。

鞍手町長　岡崎　邦博

中間市は、「人、水、緑、みんなでつたえよう なかま」を目指すべき環境
像として定め、環境保全体制・生活環境・自然環境・快適環境・地域環境
の５つの分野において、取り組みを推進しています。
また、庁舎内では無添加せっけんを使用する等、環境負荷低減に向けた

取り組みも積極的に行っています。
貴会が「せっけん使用運動」をはじめ環境保全運動に長年取り組んでお

られますことに深く敬意を表しますとともに、更なるご活躍を心より祈念
申し上げます。

中間市長　福田　健次

水巻町は、遠賀川流域北部に位置する自治体です。町内には、遠賀川を
はじめ、堀川や曲川などが流れ、住民の生活、文化と深い結びつきを持っ
ています。この豊かな水環境の保全のために、便利さのみを優先しない地
球にやさしい生活様式に取り組み、資源循環型社会の実現を推進している
ところです。
貴団体の長年に渡る「せっけん使用運動」に深い敬意を表するとともに、

今後のさらなるご活躍をご祈念申し上げます。
水巻町長　美浦　喜明

赤村は、福岡県の東部に位置しており、英彦山を源流とした今川が流れ、
緑豊かな大自然に恵まれた村です。
本村は、県内でも有数の良質米の産地、特に美味しいお米には欠かせな

い「きれいな水を後世に残す」をキャッチフレーズに、住民の皆様とともに、
これまで以上に全力で取り組んで参ります。
全世界的にも、「持続可能な開発」に対する取り組みが活発化している中、

貴会の長年に亘る「せっけん使用運動」が本村にとっても欠かせない取り
組みであると深く敬意を表すとともに、この活動の輪がさらに広がること
と、貴会の今後益々のご発展を心より祈念申し上げます。

赤村長　道　廣幸

川崎町は、本町の中央を南から北に中元寺川が流れており、川沿いには
美しい田園風景が広がり、自然豊かな町です。この財産を守っていくため
に、「住みたい、住み続けたい川崎町」を目標に環境衛生の面から水質汚染
防止の推進を掲げており、合併処理浄化槽の設置を推進することにより公
共水域の水質汚濁を防止し、環境衛生の行き届いた環境づくりを取り組ん
でいます。
貴会の長年にわたる「せっけん運動」を始めとした水環境保全活動に深

く敬意を表しますとともに、今後ますます活動の輪が広がっていくことを
祈念いたします。

川崎町長　原口　正弘

飯塚市は、第３次飯塚環境基本計画において「ひと＋自然＋やさしいま
ち＝いいづか」という将来像を掲げ、うるおいのある快適な生活環境の実
現を目指しています。
水環境については、汚水処理人口普及率の向上、河川の水質監視など水

環境保全へ向けた取組を推進しています。
市民、事業者、行政が一体となって、環境問題に取り組んでいくことが

求められる中、貴会が取り組まれている「せっけん使用運動」が環境啓発
に多大な貢献を果たしていることに敬意を表するとともに、今後ますます
のご活躍をご祈念申し上げます。

飯塚市長　片峯　誠

桂川町は、福岡県の中央部、筑豊地域の南端部に位置しており、６世紀
に造られた国の特別史跡「王塚古墳」を擁し「文化の薫り高い心豊かなま
ちづくり」を基本理念として、人と自然が共生する街づくりを推進してい
ます。
町内には穂波川や泉河内川などが流れており、人々の営みを支えてくれ

ています。
本町では、様々な環境施策に取り組んでおり、水環境保全につきまして

は、家庭用合併浄化槽の整備事業の推進を行い、貴重な環境資源を守り、
次世代へと引き継いでいく取り組みをしています。
貴会の「せっけん使用運動」は浄化槽中の微生物、ひいては環境に優し

く、豊かな自然環境の維持に期待できます。
この運動の輪がさらに広がっていきますことをご祈念申し上げます。

桂川町長　井上　利一

嘉麻市は、福岡県のほぼ中央に位置し、遠賀川の源流を有する、緑に包
まれた自然豊かなまちです。
本市では、山田クリーン作戦やＩ love 遠賀川 in 嘉穂での河川清掃、合

併処理浄化槽の設置にかかる費用を一部補助する事業などを実施し水環境
保全活動に取り組んでいます。
今後も、次世代を担う子ども達により良い環境を引き継ぐよう努めてま

いります。
貴会が取り組まれている「せっけん運動」を通じて、水環境保全の理解

が深まり、活動の輪がますます広がっていきますよう心からご祈念申し上
げます。

嘉麻市長　赤間　幸弘

グリーンコープ35周年おめでとうございます。北九州市も今年、節目
となる市制60周年を迎えました。北九州市では、かつて公害を市民、企業、
研究機関と行政が一体となって克服した経験をいかし、環境分野で先進的
な取組を続けています。また、近年では、脱炭素社会の実現に向けて、風
力発電や水素等の脱炭素エネルギーの拠点化に取り組んでいます。
水環境を守る「せっけん使用運動」をはじめとする貴会の長きにわたる

環境保全運動に敬意を表するとともに、活動の輪がより一層広がることを
祈念いたします。

北九州市長　武内　和久 

行橋市は、東は周防灘（すおうなだ）、西はカルスト台地で知られる平尾
台などの山々に囲まれた、大小26の河川が流れる田園都市です。豊かな自
然に恵まれた本市ですが、これまでに幾度となく渇水に見舞われた経験が
あることから、「水」に関しては切実な想いがあります。
かけがえのない水環境を守り、次世代に伝えることが私たちに託された

大きな使命です。
持続可能な社会の実現に向け活動なさっている貴会の理念に賛同し、「せ

っけん使用運動」を心から応援します。
行橋市長　工藤　政宏

上毛町は福岡県の最東端に位置し、大分県との境界部を流れる山国川と
大平山を中心に広がる豊かな自然に囲まれた町です。河川、山林、里山、
田園が調和する優れた環境と景観をもち、地域独自の歴史と文化資源を育
んできました。この先人が残してくれたかけがえのない環境を守り、「豊か
な水と緑の環境共生の町」を築き、今後の世代へと継承していく責任があ
ると考えております。
貴会の長年にわたっての取り組みである「せっけん使用運動」が今後と

も益々発展されますことを心から願っております。
上毛町長　坪根　秀介

苅田町は、産業都市として発展してきましたが、白石海岸、平尾台、広
谷湿原など豊かな自然も有しており、その自然環境は多様な生態系を維持
し、町民生活に潤いと安らぎを与えてくれています。苅田町では令和３年
にSDGs推進本部を立ち上げ、様々な取組みを行っています。人と自然の
つながりを理解し、日々の生活の中で環境保全、自然共生社会を意識した
行動を推進してまいりたいと考えております。貴会の活動により、多くの
皆様が水環境に関心を持ち、活動の輪が更に大きく広がりますことを祈念
申し上げます。

苅田町長　遠田　孝一

SDGsというワードが目に付くようになっています。Ｓは持続可能な、
Ｄは開発、Ｇはゴール、ｓは複数のそれぞれ英語の頭文字ですね。SDGsは
世界にある環境や差別、貧困などの問題を17の開発目標を立てて2030年
までに解決しようという「運動」です。これらの問題を地域や個人が解決
するために行動に移すと言ったほうがいいのかもしれません。
持続可能という言葉には、今が良ければ、私たちの住む今の時代さえよ

ければ、という考え方ではなく、未来を担う子どもたちの時代にも今の時
代の「ツケ」を遺さない考え方、生き方を「持続可能」という言葉に込め
ているようです。
では、私たちが世界を動かし、変えていく、何ができるのか。頭が混乱

するような大テーマです。が、出来ることは限られています。どこかの大
統領さんならいざ知らず、私たち個人には世界をひっくり返すことはでき
ません。
未来につなげる、小さなことでいいから生き方、暮らし方の中から見つ

けるとしたら、この覧をお読みのみなさんが取り組んでいるせっけんを使
って、水を地球を汚さない、ではないでしょうか。毎日の暮らしの中で、
やる気があればだれにでもできることです。SDGs達成に向けて自ら、水
から取り組みましょう。

豊前市長　後藤　元秀 

芦屋町は、町の中央を遠賀川が流れ、北側は響灘に面し、美しく変化に
富んだ海岸線となっており、毎年多くの方が海水浴や釣り等を楽しまれて
おります。
このような恵まれた水環境を将来に引き継ぐため、町では、「未来へと み

んなでまもりみんなでつなぐ 美しい芦屋の郷里」を環境像とした「芦屋町
環境基本計画」を策定し、町民・事業者・行政の協働により、環境保全の
意識を高め、海岸の清掃活動「ラブアース・クリーンアップ」や「町内一
斉清掃」などに取り組んでおります。
貴会の長年にわたる、水環境保全の取り組みに敬意を表しますとともに、

今後ますます活動の輪が広がりますことを祈念いたします。
芦屋町長　波多野　茂丸

岡垣町は、北は響灘、南は孔大寺山系に彩られた自然豊かな町です。
町内には６カ所の水源に14本の井戸があり、町の水道水は、水源の85

％を井戸からくみ上げられる地下水が占めるなど、おいしい水に恵まれて
います。
本町ではこの恵まれた水環境を次世代へと引き継ぐため、町内の河川の

草刈りや清掃、また海岸線を一斉に清掃する「ラブアース・クリーンアッ
プ」を実施するなど、住民・事業者・行政が一体となって環境保全に取り
組んでいるところです。
貴会の水環境を守る視点に賛同し、本町といたしましても、次世代にき

れいな水と豊かな自然を繋いでいくよう、努めてまいります。
岡垣町長　門司　晋

（３）2023年９月25日 2023年９月25日（２）
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